
２ ０ １ ７ 年 度 事 業 報 告 書 

ＮＰＯ法人しぶたね 

Ⅰ 事業期間 

２０１７年４月１日から２０１８年３月３１日まで 

 

Ⅱ 事業の成果 

  当会の設立当初より行ってきたきょうだい向けワークショップの開催や病院活動の継続に加えて、 

昨年度より開始した研修ワークショップを全国的に展開。きょうだいの応援団である「シブリングサポ

ーター」が２３９人誕生し、累計で２９７人となった。サポーターが集う「シブリングサポーターミー

ティング」も行い、情報交換をしながら互いに励まし合った。 

  また、小冊子「きょうだいさんのための本」の第 2弾として、一般財団法人冠婚葬祭文化振興財団の

助成金を得て、病気のきょうだいを亡くした子ども向けの小冊子を２５，０００部作成し、当事者や家

族に加え、医療機関や保健所、大学、葬儀関係業者などの各施設に配布した。 

  これらの活動が認められ、「大阪商工信金社会貢献賞」と「よみうり子育て応援団大賞」を受賞。毎

日新聞社の「小児がん征圧募金」の贈呈先にも選んでいただいた。 

 

Ⅲ 事業の実施状況 

１．きょうだいサポート事業 

 （１）きょうだいのためのワークショップ「きょうだいの日」の開催 

  【内  容】  きょうだいに集まってもらい、安心して過ごせる空気の中であそぶ、おやつを 

         食べる、親子でふれ合うなどのワークショップを行った。 

  【実施時期・場所・参加きょうだい人数】   

①   ５月 13日（土） ドーンセンター ６名 

②  ７月 15日（土） チャイルド・ケモ・ハウス ５名 

③  ８月４日（金） 大阪市立総合医療センター ４名  

④  ８月５日（土） TSURUMIこどもホスピス １名 

⑤  10月 22日（日） ドーンセンター ６名 

⑥  11月 18日（土） チャイルド・ケモ・ハウス ５名 

⑦  12月３日（日） ドーンセンター 10名 

⑧  12月 10日（日） ドーンセンター ３名 

⑨  12月 23日（土） 兵庫県立こども病院 ８名 

⑩  １月５日（金） 大阪市立総合医療センター ７名 

⑪  ３月４日（日） ドーンセンター ７名 

⑫  ３月 23日（金） 大阪市立総合医療センター ５名 

  【対 象 者】  病気をもつ子どものきょうだい 

  【収  益】  なし 

  【費  用】  385,925円（給料手当 120,000円、印刷製本費 11,030円、会議費 3,811円、 

旅費交通費 680円、通信運搬費 45,830円、消耗品費 83,200円、 

賃借料 116,574円、保険料 4,800円） 

 



（２）面会中の親を病院の廊下で待つきょうだいと過ごす活動 

  【内  容】  入院中の子どもの面会に行く際、感染の問題から自由に病棟に入ることができず、 

廊下で親を待っているきょうだいと、おもちゃなどであそんで過ごした。 

  【実施場所】  大阪市立総合医療センター7階廊下 

  【実施時期】  毎月第２、第４火曜日 18時～20時 

  【対 象 者】  病院に入院している子どものきょうだい 

  【収  益】  なし 

  【費  用】  130,636円（給料手当 120,000円、消耗品費 10,636円） 

 

（３）きょうだいサポート冊子の作成・配布 

【内  容】  これまでも行ってきた、きょうだいと大人とで読んだり書き込んだりできる小冊 

子「きょうだいさんのための本」（累計１７，０００部発行）の配布に加え、病気の 

きょうだいを亡くした子ども向けの「きょうだいさんのための本②」を２５，００ 

０部作成し、配布した。 

  【実施場所】  事務局より発送 

  【実施時期】  随時 

  【対 象 者】  きょうだい、きょうだいに関わる人 

  【収  益】  なし 

  【費  用】  563,265円（諸謝金 30,000円、印刷製本費 426,985円、会議費 1,620円、 

旅費交通費 1,700円、通信運搬費 96,560円、消耗品費 3,000円、 

賃借料 3,400円） 

 

 （４）シブリングサポートワーカー（きょうだい支援専門ソーシャルワーカー）派遣事業 

  【内  容】  ２０１６年４月にオープンした日本初の地域型子どものホスピスである「TSU 

RUMIこどもホスピス」にシブリングサポートワーカーを派遣し、週１回のケア 

検証会議に参加。 

  【実施場所】  TSURUMIこどもホスピス 

  【実施時期】  毎週水曜日もしくは木曜日  

  【対 象 者】    TSURUMIこどもホスピス利用者 

  【収  益】  なし 

  【費  用】  23,400円（旅費交通費） 

 

２．啓発事業 

（１）講師派遣、寄稿等事業 

【内  容】  きょうだいの現状及び支援の必要性を広く訴えるため、要請に応じて講師の派遣

や各種発行物への寄稿を行い、他団体のイベントにもブース出展などで参加した。 

  【実施時期・場所】 

        ・講演 

① ５月 18日（木） 京大病院小児科 

② ６月 17日（土） TSURUMIこどもホスピス 



③  ６月 25日（日） 日本二分脊椎症協会神奈川支部 

④ ６月 28日（水） 神戸女学院大学 

⑤ ７月１日（土） 西宮保健所 

⑥ ７月９日（日） 子どもの死とグリーフケアについて考える交流講座 

⑦ ７月 29日（土） 子育て支援団体「ドレミファそれいゆ！」 

⑧ ９月 19日（火） 大阪市保健所 

⑨ ９月 28日（木） あいち小児保健医療総合センター 

⑩ 10月 15日（日） 日本医療保育学会 

⑪ 10月 17日（火） 武田薬品労働組合 

⑫ 11月 10日（金） 日本小児血液がん学会・小児看護学会 

⑬ 11月 12日（日） がん患者の家族と遺族のためのサロン「ふらっと」 

⑭ 11月 14日（火） 東京都保健所 

⑮ 11月 28日（火） 京都 YMCA 

⑯ 12月５日（火） 神戸女学院大学 

⑰ 12月９日（土） 関西国際大学 

⑱ 12月 15日（金） 大阪ボランティア協会 

⑲ 12月 17日（日） TSURUMIこどもホスピス 

⑳ 12月 26日（火） 武蔵野大学大学院 

㉑ １月 13日（土） 認定 NPO法人うりずん 

         ㉒ １月 14日（日）栃木県 小児在宅医療体制構築事業 家族支援に関する公開講座 

         ㉓ １月 19日（金） プティパの会～大阪 肢体不自由児親の会～ 

         ㉔ １月 21日（日） 第 15回全国病弱教育研究会全国大会 

         ㉕ １月 22日（月） 京都山城北保健所 

         ㉖ １月 24日（水） 武田薬品工業株式会社 

㉗ ２月 11日（日） スペシャルキッズサポーターin神戸 

         ㉘ ２月 17日（土） 児童スポーツデイココペリ 

         ㉙ ２月 21日（水） 京都南丹保健所 

         ㉚ ２月 24日（土） RDDイベント飯能 

㉛ ３月１日（木） 明石市肢体不自由児者父母の会 

㉜ ３月 29日（木） 大阪母子医療センター 

        ・寄稿 

① にこにこトマト通信「えがお」（年４回） 

② 青海社「ホスピス緩和ケア白書２０１７～小児緩和ケアの現状と展望～」 

③ 一般財団法人九州大学出版会「空にかかるはしご」 

④ 生活書院「支援 Vol.７」 

・ブース出展等 

① ４月 29日（土） 阪急百貨店 H2Oサンタトークイベント 

② ５月 3日（水）～5日（金） 近鉄百貨店 闘病記フェスティバル 

③ ５月 27日（土）、28日（日） リレー・フォー・ライフ大阪あさひ 

④ ６月 11日（日） イオンイエローレシートキャンペーン店頭 PR 



⑤ ８月 11日（金） イオンイエローレシートキャンペーン店頭 PR 

⑥ １月６日（土） 阪急百貨店 H2Oサンタトークイベント 

⑦ ２月 11日（日） イオンイエローレシートキャンペーン店頭 PR 

【対 象 者】  保健所、患者会、学校、病院、支援団体、一般市民など 

  【収  益】  594,522円（講師料等） 

  【費  用】  262,320円（給料手当 147,920円、旅費交通費 111,400円、広告宣伝費 3,000円） 

 

（２）きょうだい支援研修ワークショップの開催（シブリングサポーターキャラバン） 

  【内  容】  きょうだいの現状及び支援の必要性を理解し、必要なスキルを習得した人材を 

育成するため、研修用テキストを用意し、座学とワークショップを一体とした研 

修を全国各地で行った。 

  【実施時期・場所・参加人数】 

① ４月 23日（日） 宝塚市総合福祉センター           14名 

② ６月 22日（木） 愛媛大学附属特別支援学校           15名 

③ ８月 19日（土） 宇都宮市サンアビリティーズ          24名 

④ ９月９日（土） 秋田県ゆとり生活創造センター「遊学舎」     12名 

⑤ ９月 23日（土） ドーンセンター                 37名 

⑥ 10月８日（日） 岡山県ボランティア・NPO活動支援センター   24名 

⑦ 11月４日（土） パルテノン多摩                31名 

⑧ ３月 11日（日） 大阪大学医学部保健学科             39名 

⑨ ３月 25日（日） 新松戸市民センター              43名 

  【対 象 者】  病院スタッフ、学生、きょうだい支援に関心のある支援者、一般市民 

  【収  益】  590,336円（研修参加費） 

  【費  用】  1,257,155円（給料手当 480,000円、印刷製本費 32,992円、 

旅費交通費 450,736円、通信運搬費 11,070円、 

消耗品費 74,025円、賃借料 206,532円、保険料 1,800円） 

 

（３）「シブリングサポーターミーティング」の開催 

  【内  容】  きょうだい支援研修ワークショップの修了者を対象に、きょうだい支援に関する 

情報を共有し、シブリングサポーター同士で語り合い、励まし合うミーティングを

行った。 

【実施場所】  ドーンセンター大会議室 

  【実施時期】  ９月 24日（日）13時 30分～16時 30分 

  【対 象 者】  きょうだい支援研修ワークショップ修了者（参加者９名） 

  【収  益】  18,000円（ミーティング参加費） 

  【費  用】  113,978円（諸謝金 10,000円、印刷製本費 1,215円、会議費 4,502円、 

旅費交通費 67,340円、消耗品費 2,601円、賃借料 27,720円、 

保険料 600円） 

 

 



Ⅳ 社員総会の開催状況 

 第１回通常総会 

 【日  時】 ６月 10日（土）13時 30分～14時 

 【場  所】 大阪市中央区大手前１丁目３－４９ 

        ドーンセンター 調理室 

 【会員総数】 10名 

 【出席者数】 10名（うち電磁的記録による表決者数２名） 

 【内  容】 第１号議案 ２０１６年度事業報告書承認の件 審議の結果、全員一致で可決承認 

       第２号議案 ２０１６年度決算承認の件 審議の結果、全員一致で可決承認 

       第３号議案 定款変更承認の件 審議の結果、全員一致で可決承認 

 

Ⅴ 理事会その他の役員会の開催状況 

 第１回理事会 

 【日  時】 ６月 10日（土）13時～13時 30分 

 【場  所】 大阪市中央区大手前１丁目３－４９ 

        ドーンセンター 調理室 

 【役員総数】 ７名 

 【出席者数】 ７名 

 【内  容】 第１号議案 ２０１６年度事業報告書承認の件 審議の結果、全員一致で可決承認 

       第２号議案 ２０１６年度決算承認の件 審議の結果、全員一致で可決承認 

        第３号議案 ２０１７年度予算変更の件 審議の結果、全員一致で可決承認 

       第４号議案 定款変更承認の件 審議の結果、全員一致で可決承認 

 


